
別紙様式２（高） 

令和３年度 県立竹園高等学校自己評価表 
目指す学

校像 

個性と創造性の伸長を図り、社会の要請に応え得る広い視野と、磨かれた知性・たくましい体力・気力を合わせ持つ人材の育成を図るため、以下の項目を重点とした学校づくりを行う。 

〇自己・他者・地域・国際社会などの多角的な視点を持ち、諸問題に対する幅広い関心と理解のもとに調和のとれた課題解決を図ることができる資質能力の育成を図る学校。 

〇英語・日本語など複数の言語で議論するコミュニケーション能力を磨き、他者の意見を尊重しながら協働して合意形成を図ることができる資質能力の育成を図る学校。 

〇自国の文化や歴史を尊びアイデンティティを確立し、持続可能な共生社会の実現に向けて主体的に考えて行動できる人間の育成を図る学校。 

昨年度の成果と課題 重点項目 重点目標 達成状況 

昨年度は新型コロナウイ

ルス感染予防に、様々な対策

を行った。例年とは異なる学

習環境ではあったが、各組織

において、設定した目標をお

おむね高いレベルで達成す

ることができた。本年度も活

動内容が制限されることが

予想されるが、下記の目標達

成に向けて取り組んでいく。 

・「グローバルリーダー」の

育成に向け、現在取り組んで

いる事業のさらなる充実 

・授業や学校運営においての

ＩＣＴ活用方法の確立 

・「キャリア・パスポート」

等の活用による豊かな心の

さらなる育成 

(1)学習指導、進路指導および 

生徒指導の充実 

 

 

① SDGｓ未来都市つくばの国際生豊かな環境を生かした教育活動を行う。 

② ICT を活用し、生徒の主体的・対話的で深い学びの実現に向けたさらなる授業改善、指導法研究を行う。 

③ 家庭学習時間の自己管理を促すとともに、学習時間を確保するための指導を強化する。 

④ 自律的な生活態度・規範意識を向上させ、効果的な学習・進路指導に繋げる。 

⑤ 生徒の進路希望実現に向けて、大学入学者選抜改革にも対応した組織的な支援を行う。 

A 

(2)豊かな心の育成 

 

⑥ ｢道徳｣、｢道徳プラス｣を活用し、人権感覚を身に付け、人間力を養う。 

⑦ 特別活動への積極的な参加を促し、「キャリア・パスポート」の活用により、知徳体のバランスのとれ

た人間性を育む。 

⑧ 校舎内外の清掃、学校施設の充実に努め、快適な学習環境を整える。 

B 

(3)「グローバルリーダー」育

成事業の推進 

    

⑨ 県指定である「県立高等学校等チャレンジ・プロジェクト」(重点校)の活動を通して、将来国際社会で

活躍できるグローバルリーダーの育成を図る。 

⑩ 「探Ｑ」活動の充実と拡大を図る。 

⑪ ＡＣＥプログラムの一層の充実を図る。 

A 

(4)情報発信の充実 ⑫ 学校ＨＰ、スクールガイドの内容を向上させ、情報発信を充実させる。 

⑬ 学校説明会の内容を充実し、本校の魅力を正しく伝える。 

⑭ 地域、近隣の小・中学校、ＰＴＡ、同窓会との連携を密にする。 
B 

(5)働き方改革の推進 ⑮ ICT の利活用等により校務処理や教材研究の効率化・効果化を推進し、教員のゆとりを生み出し、教育 

活動の質を向上させる。 
B 

三つの方針 具体的目標 
評

価 

次年度（学期）への主

な課題 

「三つの

方針」 

（スクー

ル・ポ    

リシー） 

「育成を目指す資

質・能力に関す 

る方針」 

（グラデュエーシ

ョン・ポリシー） 

・多角的な視点を持ち、諸問題に対する幅広い関心と理解のもとに課題解決を図れる資質能力の育成 

・複数の言語で議論するコミュニケーション能力を磨き、他者の意見を尊重しながら協働して合意形成を図ることができる

資質能力の育成 

・自国の文化歴史を尊びアイデンティティを確立し、持続可能な共生社会に向けて主体的に考えて行動できる人間の育成 

A 

A 

・「教える」から「学ぶ」

への転換 

「習得・活用・探究」の

学習サイクルを回す 

「教育課程の編成

及び実施に関す 

る方針」 

（カリキュラム・

ポリシー） 

・県内の学習指導、進学指導を牽引するリーダー校として、学力向上の推進、難関大学及び医学部志望者への進路実現 

・国際科においては特に「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書くこと」のバランスが取れた育成を図る 
B 

・新学習指導要領の理

念に基づき諸活動の

見直し 

「入学者の受入れ

に関する方針」（ア

ドミッション・ポ

リシー） 

・様々な分野に対して興味を持ち、探究心旺盛で、積極性・主体性に富む意欲のある生徒 

・国際的な諸問題に関心を持ち、英語等の言語及び異文化理解に努める生徒 

・自分の進路実現を目指し、日々努力する生徒 
A 

・「主体的対話的で深

い学び」の実践 



別紙様式２（高） 

評価 

項目 
具体的目標 具体的方策 

評

価 

次年度（学期）への主

な課題 

教

科 

国 

語 

 

基礎学力の充実

を図る。 

学習指導計画に基づき計画的に授業を実施し、基礎学力の定着を図る。                 ③④⑮ B B コロナ禍の影響で計

画通りには行かない

点もあった。 

毎授業の小テスト実

施は各担当が遺漏無

く実施している。 

全体的に不十分だっ

た。 

教員間での相互研究

の為の時間が充分確

保できなかった。 

生徒の取り組み状況

にはばらつきがある。 

定期考査ごとに記述

問題を複数題課した。

小論文指導について

は業者教材を活用し

つつも、事後の個別対

応については不十分

な点があった。 

小テストを実施し、基礎学力の定着と予習復習の習慣を身に付けさせる。                ①③④ A 

基礎学力が不十分な生徒に対して個別に働きかけ、学習意欲を喚起する。                  ①⑤ C 

発展的学力の向

上を図る。 

国語を適切に表現し的確に理解する能力を身に付けさせるとともに、論理的思考力及び表現力を伸ばすために、授業展開を

工夫し、また国語科の教員間で研究する。                          ①② 

B B 

問題集を精選し、その取り組みを促すことで、自学自習の態度を身に付けさせるとともに、確かな学力の向上を図る。                                             

②③ 

B 

難関大学入試問題に対応できる国語力育成のために、論述問題や小論文指導の充実を図る。       ③④ B 

地

歴

公

民 

指導方法の工夫
改善に努め、授
業を軸とした基
礎学力の定着を
図る。 

学習指導計画に基づき授業を実施し、授業を軸とした学習サイクルを確立することで、基礎学力の定着を図る。 

                                                ①③ 

Ａ Ｂ さらなる深化をめざ

さなくてはならない。 

教科内研修の取り組

みが不足した。 

さらなる実践をして

いく必要がある。 

連携が不足した。 

教科内で授業研修を行い、生徒の能動的な学びを促す授業づくりができているか検証を行う。         ② Ｂ 

教 科 間 で 連 携

し、発展的学力

の 向 上 に 努 め

る。 

歴史的・地理的・公民的視野に立った思考力を育成するため、授業における主体的・対話的で、深い学びの取り組みや論述
問題を取り入れた考査等を実践する。                            ②                                      

Ａ 

 

Ｂ 

教科間で連携をとり、大学入試に対応できる発展的学力の育成を目指す。                 ⑤ Ｂ 
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評価 

項目 
具体的目標 具体的方策 

評

価 

次年度（学期）への主な課

題 

教

科 

数

学 

授業の内容の充
実を図り、思考
力の育成に努め
る。 

教科担当者で教材を共有し、授業の進め方、内容の情報交換を密にして授業の改善を図る。      ①⑮ A B ・共通テストへの更なる対

応と新課程に向けての準

備。 

 

・課題の精選と取り組み方

の指導の徹底 

ｸﾛｽｶﾘｷｭﾗﾑやｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞを積極的に導入し主体的かつ対話的に学ぶ姿勢を作る。        ②⑤ B 

各考査及び模擬試験により学力の定着度合いを分析して、その結果を指導に生かす。           ①⑤ B 

関連する発展的内容を扱い、思考力と成績上位層の育成に努める。                           ②⑤ A 

学習習慣の定着
を図る。 
 

教科書傍用問題集を定期的に評価することで学習習慣の確立を促す。                         ③④ A A 
 各学年で課題（小テスト、章末テスト等）を設定することで、復習内容の高質化を図る。         ③④ A 

長期休業中の課題を工夫し、自学自習の習慣を確立させる。                                  ③④ A 

各考査後の解き直しを徹底させることで、深い理解を促す。                                    ④ A 

基礎学力の向上
を図る。 

基礎学力が不十分な生徒に対して補習を実施する。                                         ②⑤ A A 
教員への質問を奨励し、個々の理解度に応じた対応を心掛ける。                              ②⑤ A 

理

科 

基礎学力の向上
及び思考力や表
現力の育成を図
る。 

課題や小テストの実施により、基礎学力の向上と学習習慣の定着を図る。                    ③④ A B ・コロナウイルス感染防止

のため、生徒実験の減少 

・ICT の活用と生徒実験の

機会を増やし、主体的・対

話的な学びを取り入れた

授業の展開 

クロスカリキュラムやアクティブラーニングを積極的に導入し、主体的・対話的な学びの姿勢を作る。   ①② B 

授業における発問の工夫や実験実習等の探究活動を通して、論理的思考力を育成する。          ①② B 

ICT の活用により、指導法や教材の開発・工夫に努めながら教材研究の効率化を図り、 授業の質を高める。②⑮ A 

ＳＳＨの継承と
発展を図り、 課
題探究学習の充
実を図る。 

ＳＳＣ部の各分野において研究テーマを設定し、課題研究を実施する。また、探Ｑ活動において生徒の 関心に沿った
適切なテーマを設定し、より深い探求活動ができるよう指導を行う。                 ②⑩ 

A A 

先端科学講座（外部講師を招聘したクロスカリキュラム）などの、授業を発展させた講義を取り入れることにより、科

学に対する興味・関心・国際感覚（国際的視野）を高める。                     ①② 

A 

保

健

体 

育 

授業の充実を図
る。 
 

体育：生徒が主体的に活動する授業の実現とともに、個人技能の段階的な向上を目指し、各生徒へ適切なアドバイスを

行えるようにする。また生涯スポーツの基盤づくりとして体力の維持増進を意識させ、仲間との交流を通じ各運動の楽

しさや喜びを味わうことができるよう努める。               ①②  

A A 体育ではコロナ渦で授業を

行うにあたっての種目の選

択。男女共修を進めるため

に、体力差などを考慮した

練習方法やスキルテストの

研究。部活動と連携した用

器具の充実。保健では視聴

覚教材の内容の検討・変更。

2 学年の課題研究を幅広い

内容で扱う。 

保健：各単元の理解を深められるよう、視聴覚教材や実習を活用し指導方法を工夫する。2 年生では「道徳プラス」を

活用し、環境問題について深く考えられるようにする。                      ②⑥                          

A 

体育授業におけ

る事故防止に努

める。 

集団行動・準備運動の徹底、道具の管理や使用方法などについて注意を促す。体調不良や怪我が起こった場合には、養

護教諭と連携し迅速かつ適切な処置を行う。                        ④ 

A A 

コロナウイルス感染予防のために、マスク着用、換気や消毒などを徹底する。状況に応じて授業で取り扱う種目を検討

する。                                         ⑧ 

A 

体育施設・器具

の充実を図る。 

体育施設の修繕、用器具の充実を図り、体育授業の活性化と安全性の向上に努める。           ② B 

芸

術 

授業内容の充実

を図る。 

幅広い芸術活動を設定し、様々な表現方法に触れ、芸術の良さや美しさを味わえるように学習内容を工夫する。①②⑮                                                                                    A A 
 

コロナ禍による活動制限
があったが、一斉授業では
なく個々の活動や鑑賞によ
る授業を工夫することによ
り、芸術的な資質能力を育
成した。 

オンラインによる双方向
授業の実践に向けて研究が
今後の課題である。 

我が国および諸外国の歴史や文化的背景に基づく表現の方法を学び、それぞれの芸術文化についての理解を深め、多様
な価値観を認め合う資質や能力を育成する。                       ①② 

B 

基本的な知識や
技能を身につ
け、表現の能力
を伸ばす。 

主体的・意欲的に芸術活動に取り組む姿勢を育て、楽しみながら表現を工夫し基礎基本と表現の能力を養う。                                               
②④ 

A 
 

生徒個人の表現能力や進捗状況を的確に把握できるように観察し、適宜個別指導を丁寧に行う。                
②④ 

A 
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評価 

項目 
具体的目標 具体的方策 評価 

次年度（学期）への主な

課題 

教
科 

外
国
語 
 

国際社会で活躍するために必要

な英語の基礎力を各学年の状況

に応じて習得させる。 

生徒が主体的に参加する授業を実施し、学習意欲の向上・各学年において必要な水準への到達を図る。

②④⑮                                                                                    

A B 新課程への対応（教科書

の使用方法、評価基準、

評価方法など） 

 

スピーキングテストなど

のアウトプット活動の評

価方法 

 

使用する英語の正確性を意識し

ながら、コミュニケーション能力

を高める指導を行う。 

ACE プログラムの各プロジェクトにおいて目指す水準への到達が図れるよう、準備・実施・フィード

バック等きめ細かな指導を行う。                          ①④⑪ 

A A 

国際科と連携し、スタディツアーでのプレゼンテーション指導を効果的・体系的に行う。 ①④⑪ B 

効果的な授業を展開するために、

教員間の授業研究や情報交換を

十分行う。 

教員間の授業見学・意見交換を活発に行う。また、定期的な教科会やメーリングリストの活用をとお

し、学年及び学年間の活発な意見交換に努める。                  ①② 

A A 

家
庭 

授業内容の充実を図る。 
 

主体的に生きる力を身につけられるよう、実習やクロスカリキュラム・アクティブラーニングを導入
した指導法や教材の工夫改善に努める。                                    ①② 

Ｂ B ・クロスカリキュラムの
導入。・ICT を活用したグ
ループ学習の推進。・調理
技 能 習 得 の た め の 体
験。・未提出者の対応と指
導。・長期間未使用のため
調理室の清掃・衛生面の
再確認。 

グループでの実験や実習等を可能な限り取り入れ、他者との対話を通して協働できるよう授業展開や
教材開発に努める。                                 ④⑮ 

Ｂ 

 

一人の生活者として必要な基本
的な知識・技術力の向上を図る。 

実習や体験学習を通して、自らの家庭生活の充実向上を図る実践的態度を養う。      ④ Ｂ Ｂ 

ホームプロジェクトの実践を通して主体的に生活課題を解決する力を養う。         ②④ Ｂ 

実習教室の学習環境の整備。 安全安心な授業のために、実習教室の衛生面・施設面の充実を図る。            ⑧ Ｂ Ｂ 

情

報 

情報リテラシーの育成に重点を
置く。 

Gmail および google classmate の基本的な操作法を習得する。                    ②④ Ａ Ａ 新課程に向けての準備と

共通テストへの対応。 

教 

務 

生徒の能動的学習意欲を喚起す

る。 

年間計画やシラバスを提示し、生徒の計画的・主体的学習に役立てる。                      ②③ Ｂ Ｂ ・新教育課程の詳細な指導
内容・指導計画の研究を行
う。 

・校内ＩＣＴ研修の更なる
充実。 

・カリキュラムマネジメン
トの研究に取り組む。 

・観点別評価を浸透させ
る。 

・相互授業参観を励行す
る。 

 

観点別学習評価を明示して生徒の学習の実現状況を適切に評価し、その評価を指導に生かす。    ② Ｂ 

教科の指導力向上を図る。 授業参観の機会を設定し、指導方法の工夫・改善を図る。                                  ①② Ｂ Ｂ 

日常の業務を円滑に遂行する。 

 

出張・年休等による授業変更を円滑に行い、授業時間の確保に努める。                        ② Ａ Ａ 

欠席・遅刻・早退・忌引等について、出席簿や白板への記入漏れ防止に努める。                ⑧ Ｂ 

印刷機やコピー機等の使用に際して、用紙等の節約やリサイクルに努める。                    ⑧ Ａ 

職員室や教室等の環境整備に努め

る。 

職員室・印刷室内の整理整頓、備品等の管理・保全に努める。                                ⑧ Ａ Ｂ 
 各教室や特別教室等の環境整備（机、椅子、情報機器、蛍光灯等）に努める。                  ⑧ Ｂ 

迅速かつ正確な情報発信に努め

る。 

 

学校案内パンフレット等を一新し、魅力ある竹園高校をアピールできるようにする。            ⑫ Ａ Ａ 
 学校説明会や授業公開等を通してＰＲ活動を積極的に行い、本校の特色を正しく伝えるとともに、参加

者の増加に努める。                                                                    ⑬ 

Ａ 
 

IT を活用して、竹園高校の活性化

に努める。 

 

コンピューターを活用した教育の推進を図る。                                          ②⑧⑮ Ｂ Ｂ 
 ホームページの充実を図り、魅力ある竹園高校をアピールできるようにする。                  ⑫ Ｂ 

校務支援システムの運営を円滑に進める。                                               ②⑧ Ｂ 

教育課程編成を円滑に遂行する。 各教科からの要望に配慮しつつ、本校の将来構想に沿った教育課程の編成に努める。          ①⑮ Ｂ Ｂ 

 

 



別紙様式２（高） 

評価 

項目 
具体的目標 具体的方策 評価 

次年度（学期）への主な

課題 

生 
徒 
指 
導 

基本的生活習慣の確立に努め
る。 

学校内外での挨拶を励行させる。                                         ①② Ｂ  
Ａ 

あいさつの励行を徹底さ

せる。 

 

学校内外での登校指導を行う。                                          ①② Ａ 
服装・頭髪について適宜指導する。                                         ①② Ａ 

交通ルールの指導やマナーの
向上に努める。 
 

集会やＨＲを通し、交通安全やマナー向上の教育を実施する。                             ① Ａ  
Ａ 自転車についての指導を適宜行う。交通安全教室を実施する。                             ① Ａ 

竹園地区マナーアップ推進事業に積極的に協力する。                                ⑭ Ｂ 
安全管理意識を高揚させ、事
故防止に努める。 

保護者や関連機関との親密な連携を保つ。                                      ⑭ Ｂ Ｂ 
近隣で起きた事件・事故の情報を速やかに全生徒に情報提供する。                          ⑭ Ｂ 
薬物乱用防止教室やケータイ・ネット安全利用の講習会を開催する。                        ① Ａ 

豊かでたくましい人間性を育
てる。 

集会・ＨＲ・授業など多くの場で、多様な形態で心の教育を行う。                          ①⑤ 
 

Ａ Ａ 

進 

路 

指 

導 

生徒の適性をとらえ、生徒一

人一人のキャリア発達を促す

ために、学力の把握と実力養

成に努める。 

 

 

卒業生による学部及び大学生活全般の説明会を行う。                              ①⑤ Ｂ Ｂ 今年度も長引くコロナウ

イルス感染症の影響で、

大学のオープンキャンパ

スが中止となり、大学教

員を招いての学部学科紹

介模擬授業も規模を縮小

したうえでオンラインで

の実施になるなど、生徒

のキャリア形成のための

機会が大幅に減少して 

しまった。来年度もコロ

ナウィルス感染症の影響

は大きいと考えられる

中、生徒の的確な進路選

択をどのように支援して

いくのかが課題である。 

オープンキャンパスや一日医師体験・看護体験への参加を通してキャリア形成を図る。       ①⑤ Ｂ 

県の医学部進学支援に基づき、医学部医学科進学希望者への支援を計画的に行う。      ①②③④⑤ Ｂ 

各回の模擬試験について、学年間比較・他校間比較などの分析により生徒の学力の把握に努める。                                     

①③⑤ 

Ｂ 

各学年と連携し、生徒との進路相談等を適宜行うことで、生徒のキャリア形成を支援する。                                          

①③④⑤ 

Ｂ 

生徒の学習館及び進路ラウン

ジの利用を促進する。 

進路ラウンジを整備し、多くの進路情報を提供すると同時に、赤本等の貸出を的確に行うことで生徒の学習

の支援をする。                                              ③④⑤ 

Ｂ Ｂ 

朝や昼休み、放課後等の学習館の利用促進をはかり、生徒の自学自習の態度を育成する。                                            

①③④⑤ 

Ａ 

適切な進路情報を教員・生徒

に提供する。 

進路情報交換会や進路検討会等を通して、進路情報を学校全体で共有し、生徒の進路実現の支援を図る。                                

①③④⑤⑮ 

Ｂ Ｂ 

大学合格者数等進路に関する正確な統計を処理し、適宜情報を提供する。            ①⑤ Ｂ 

進路要覧を作成し、本校の進路状況を生徒・保護者・職員に提供する。            ③④⑤ Ｂ 

大学説明会や予備校の講習等に積極的に参加することで、各大学の入試の変更点や「高大接続改革」等につ

いての情報を収集し、職員・生徒に提供すると同時に、今後の検討課題を明らかにしていく。 ①②⑤ 

Ｂ 

保 
健 
厚 
生 

生徒の心身の健康状況を把握
して、生徒自らが健康課題を
解決できるように努める。 

定期健康診断を通して、生徒自身の発達や健康状態を知り、健康管理能力を高める。  
また、保健委員の自主的な活動を促すことにより、教員の負担軽減に努める。         ④⑦⑮ 

A 
 

B 
 

・健康診断後の受診治療

率の向上。 

・情報共有する場や機会

の設定。 

・保健講話実施時期と受

講に十分な時間の確保。 

・避難の実訓練の実施。 

保健室の利用状況から配慮の必要な生徒の情報を学校全体で共有できるようにする。        B 

健康・安全教育を通して、生
徒の心の教育を充実させる。 

医師による講話を実施し、生徒に自己をみつめ、自尊感情を抱く機会を持たせる。           ①⑥⑦ A B 
 AED 装置を迅速に正しく扱えるよう教員向 AED 講習会を実施する。３年に一度の受講を促す。                  B  

学習環境の整備を図る。 

防災訓練を通して、防災意識の高揚や、非常時の適切な行動の必要性を学ばせる。            ⑦⑭ B B 
 教室の適切な換気・温度管理や衛生管理を自らできるように促す。               ④⑧ B 

清掃用具の補充に留意して清潔な環境の維持に努める。また、清掃用具の補充の作業には整美委員会の生徒

の自主的な活動を促すことにより、担当教員の負担軽減に努める。                 ⑧⑮ 

A 

 



別紙様式２（高） 

評価 

項目 
具体的目標 具体的方策 評価 次年度（学期）への主な課題 

 図 

 書 

調べ学習に役立つ図書利用

の充実を図るとともに、利

用しやすい図書館を目指

す。 

図書館内の整理整頓及び図書資料の適切な配架に努める。              ④⑧⑮ Ａ A ・図書資料の購入について、本校

の教育課程を考慮して行う。 

・古い図書資料の除籍・更新につ

とめる。 

・図書委員会の活動を 

GoogleClassroom を活用して行

う。 

・広報活動のＩＣＴ化をよりすす

める。 

授業での図書館利用や図書の購入・廃棄に関して、各教科との連携をより一層密にする。 ①② Ａ 
新着図書や推薦図書などの広報活動を行う。                     ③⑤ Ａ 

カウンター当番、ミニ館報の発行、図書選定等、図書委員の活発な活動を促す。      ⑦ Ａ 

図書館利用におけるマナー

を向上させる。 

図書の無断持ち出しや延滞をしないよう指導し、延滞者には督促状を頻繁に出す。     ④ Ａ 

館内での飲食禁止を徹底させる。                           ④ Ａ 

視聴覚室、機材等を利用す

る授業の支援体制を整え

る。 

視聴覚教材などを利用した授業の支援のため、視聴覚教室や機器の保守・管理を行う。  ①② Ｂ 

放送委員会の活動を促進する。                            ⑦ Ｂ 

渉 
外 ＰＴＡ活動の円滑な運営を

図る。 

本部役員会や各種専門委員会の積極的な活動を支援する。 

休日に活動する際、振り替えて休みをとるなど働き方に配慮する。            ⑭⑮ 

Ａ Ａ コロナ禍において最大限努力し
た。 
コロナ禍にもかかわらず、今年度
は教員も支部会に参加できた。 

支部活動が充実したものとなるよう支援する。 

休日に活動する際、振り替えて休みをとるなど働き方に配慮する。            ⑭⑮ 

Ｂ 

生徒・保護者の視野を広め

るための活動に取り組む。 

「進路セミナー」「家庭教育講座」が有意義に実施されるようセミナー委員会と協力し、 

企画・運営する。休日の委員会については、振り替えて休みをとるなど働き方に配慮する。 ⑭⑮ 

Ａ Ａ 

ＰＴＡ広報紙「樟の木」を広報委員会と協力して発行し、広報紙を通じてＰＴＡや生徒の活動が会

員の間でより身近になるようにする。休日の委員会については、振り替えて休みをとるなど働き方

に配慮する。                                 ⑫⑭⑮                                   

Ａ 

ＰＴＡや同窓会組織の主体

的な活動への協力を行う。 

支部会の活動に多くの教職員が積極的に関わり、保護者と率直な意見交換を行い、生徒の教育活動

に生かせるようにする。                               ⑭ 

Ｂ Ｂ 

同窓会との連携を深める。                               ⑭ Ｂ 

教 
育 
相 
談 
 

生徒のより良い学校生活の
ための支援及び困り感を持
つ保護者への支援を行う。 
 

「相談部便り」の定期発行（11 回）を行う。                                   ④ A B 
 
 

SC とのケース会議を実施した。各
学年とは効率的な連携を目指した
い。 

生徒理解の研修会を開催する。                                        ⑦ A 

生徒の不適応把握のための相談部を実施する。                               ③④ C 
スクールカウンセラーとの連絡会を実施する。                                   ④ A 

各分掌と連携を密にする。                                                        ③④⑮ A 

学校行事のあり方を研究誌各学年･各校務分掌と連携して取り組む。また竹高生であることの誇りと
自覚を持って学校行事に取り組む姿勢を養う。                   ①⑦ 

A 

部活動や委員会への積極的な参加を促し活動を通して個性の伸長と豊かな人間性を育む。 ⑦ A 

県立高等学校チャレンジプロジェクトへの積極的な参加と活動の充実を支援し、活動を通してグロ
ーバルリーダーの育成を図る。                            ③⑤ 

Ｂ 

ホームルーム活動を通して社会的職業的自立に向けて必要な基盤となる能力や態度を育てる。⑤ Ｂ 

教務部や進路指導部と連携しキャリアパスポートの準備を進める             ⑤⑦ Ｂ 

生徒間及び教師間のコミュニケーションを密にし情報共有と組織力を向上させ行事運営の円滑化を
図る。                                      ⑤⑦⑮ 

A 

 

 

 



別紙様式２（高） 

評価 

項目 
具体的目標 具体的方策 評価 

次年度（学期）への主な課題 

特 

別 

活 

動  

働き方改革の推進を

目指す。 

社会の一員として望

ましい人間関係に配

慮する態度や公共心

を養う。 

学習の両立を図るために活動時間に計画性を持たせる。さらに生徒の自主性、主体性を重んじた企画運営に

努め担当教員の負担軽減を目指す。                               ⑮ 

Ｂ A 

生徒会も積極的に活動して

くれ教員の負担は減らせた

のではないか。来何度はさら

に生徒に任せる部分を増や

していきたい。 

公共心を育てるためにボランテイアへの積極的な参加を促す。                  ⑥⑧ Ｂ 

文化･伝統や環境への関心を高めより充実した活動として具現化する。               ⑥ Ｂ 

生徒間及び教師間のコミュニケーションを密にし情報共有と組織力を向上させ行事運営の円滑化を図る。 

⑤⑦⑮ 

A 

企 

画 

開 

発 

研 

究 

本校の特色ある教育活
動の企画運営を円滑に
行う。 

国際科・各教科・各学年・各分掌や、他の機関（学校・研究所等）との連携・協力のもと、県の「チャレンジ・
プロジェクト」事業を活用して本校の特色ある教育活動の企画・運営を行う。  ①②⑥⑨⑩⑪⑮ 

A A 教科のバランスを配慮した部
員構成にする。 

道徳、探Ｑ基礎、探Ｑ
（課題研究）のさらな
る深化を図る。 
 
 

学年との密な連携や道徳プログラムの整理により、道徳を円滑に実施できるようにすることで豊かな心の育成
に努める。                                                 ①⑥⑩ 

A ・探 Q 基礎は、充実している
が、精選する必要がある。 
・探 Q 基礎班の構成メンバー
として 1 年生の副担任を必要
とする。 
・夏休みの合同発表交流会が
あり充実していた。次年度も
実施したい。 

教科や学年と連携し、探Ｑ基礎の運営およびプログラムの確立を目指す。                   ①②⑥ B 

国際科と連携し、探Ｑ（課題研究）の指導方法を開発するとともに、研究内容の充実を図る。①②⑨⑩⑪ A 

スタディツアーの充実
を図る。 
 
 
 
 

次年度に実施するスタディツアーの業者選定を１学年と連携し、円滑に行う。                 ①②⑨ A A ・コロナで海外スタディツア
ーが実施できない場合のプラ
ンを次年度も考えておく必要
がある。 
・「国際理解実践」について
も同様。 

スタディツアーの行程や研修内容について、２学年との連携のもと決定する。                ①②④⑨ B 

道徳プラスにおいてスタディツアーの事前事後学習を行うことで、普通科探Ｑ活動の充実を図る。①②⑥ A 

国際科と連携し、国際科スタディツアー（学校設定科目「国際理解実践」）の研修について、検証と再構築に
よる充実を図る。                                                                ①②⑨⑩ 

A 

探Ｑ発表会の内容の充実に努め、探Ｑ活動を学校全体の取り組みとして確立させる。            ①②⑩ A 

科学教育・プロジェク
ト学習・国際理解教育
を推進する。 

理科・情報科・英語科を中心に、各教科と連携し、科学教育・プロジェクト学習・ＡＣＥプログラムの充実に
努める。                                                                     ①②⑨⑩⑪ 

B B ・各教科主導で内容を充実さ
せていく。 
 

授業研究を推進する。 
 

授業研究委員会・各教科との連携のもと、クロスカリキュラム、アクティブ・ラーニング等を開発推進する。 
①②④ 

B B ・関連業務を教務部や進路指
導部へと移す。 

学校間交流等を実施す
る。 

「未来の先生育成プロジェクト」、地域の幼稚園から大学までの交流等を企画する。            ①⑤⑭ B B ・小中学校との SDGｓ交流会を
実施できた。次年度も行いた
い。 

芸術鑑賞会の充実を図
る。 

芸術鑑賞会のテーマ決定や運営を行う。                                                  ①⑥⑦⑨ A A ・次年度は特活部に担当を移
す。コロナ対応の実施につい
てしっかりと引き継ぎを行
う。 
 

 



別紙様式２（高） 

評価 

項目 
具体的目標 具体的方策 評価 

次年度（学期）への主な課題 

国 

際 

科 

企画開発研究部と連携

し、事業の充実を図る。 

グローバルリーダーとして育成すべき生徒の基盤能力（知的好奇心や論理的思考力、情報発信能力

等）向上のため、国際科事業（課題研究、研究室訪問、海外スタディツアーなど）の検証と改善を

行う。      ①②④⑨⑩⑮ 

B A ・１年生に国際科の特徴および魅力を

伝える工夫が必要。 

・「国際理解実践」（スタディツアー）

の履修内容について海外に行けなか

った場合を予め想定して用意してお

くと良い。 

国際科事業のノウハウを整理活用し、普通科を含めた全校事業の開発を行う。     ①②⑥⑨

⑩ 

A 

適切な学科選択の支援

に努める。 

1 学年との連携のもと、生徒の適切な学科選択を支援する。                ①⑤

⑨ 

B B 

説明会やガイダンスを通して、国際科の特色に対する生徒や保護者の理解の深化に努める。  ⑬

⑭ 

B 

国際理解教育の推進に

努める。 

ホームページや学校説明会、探 Q 発表会、探 Q 活動報告書などを通して、生徒、保護者、中学校、

小学校、地域、同窓生等に国際科の活動に関する情報提供に努める。            ⑫

⑬⑭ 

B A 

企画開発研究部や教科、学年と連携のもと、留学や学校交流プログラム等に積極的に取り組む。     

①⑦⑨ 

A 

事 

務 

部 

安全、快適な学習環境を

維持するため、日常的な

施設設備点検及び校舎内

外の環境整備に努める。 

安全、安心を優先した学習環境の整備を計画的に行う。                                 ⑧ Ａ Ａ 
 

感染症拡大防止のためﾚﾊﾞｰ水栓・ｻｰﾓｸﾞ
ﾗﾌｨｰを導入した。業者による清掃を入
れつつ、技術員と連携し設備点検につ
とめた。              

施設・設備の不具合への対応を迅速に行う。                         ⑧ Ｂ 

学校用務員と連携し、日常的な施設設備点検と環境美化に努めると共に、定期的な業者による清掃等

を行うよう努める。                                               ⑧ 

Ａ 

第 

１ 

学 

年 

基本的生活習慣の確立と

規範意識の高揚を図る。 

服装、身だしなみ、挨拶、言葉遣い等、社会規範と個性の調和のとれた行動を促す。        ④ Ａ A 本年度はおおむね目標を達成してい

る。次年度に向けては、学校の中心と

なるのでさらなる自覚を植え付けた

い。 

目標の家庭学習時間は達成していな

い。ICT に関しては学習・連絡等で有

効に活用している。来年度は、さらな

る有効活用を目指したい。 

文理選択に関しては、適性に応じた指

導が出来たが、進路意識はまだまだで

ある。 

欠席、遅刻への指導を徹底し、規則正しい生活を促す。                                ④ Ａ 

各種学校行事および道徳やＨＲ活動を通して、相手を尊重する心や協力しあう姿勢を育むとともに、

規範意識を高める。                                                ⑥⑦⑧ 

Ａ 

授業を軸とした学習習慣

の確立と基礎学力の定着

を図る。 

授業の重要性を意識させるとともに、家庭学習時間の定着を図る。授業（予・復習）⇒定期考査（振

り返り）⇒授業（予・復習）というサイクルを確立させる。             ③④⑧ 

B B 

小テスト等を活用し週末の家庭学習を促すとともに、成績不振者の早期発見ときめ細かな指導に努め

る。                                       ①④ 

B 

面談に必要な情報収集等に ICT を積極的に活用することで授業および個人面談の効率化を図り、より

個々の生徒に応じた学習指導や援助を行う。                    ②⑤⑮ 

Ａ 

進路意識を高め、進路の

方向性の明確化を図る。 

文理および学科選択について、生徒個々の希望・適性に応じた指導を行う。担任・学年間の進路情報

共有を効率化し、進路指導の質を向上させる。                    ①⑤⑮ 

Ａ B 

道徳やＨＲ活動を通して、 長期的な展望に立ったより高い進路の意識付けを行うとともに、社会の一

員としての自覚を持たせ、自己のあるべき姿を考えさせる。               ①⑥⑦⑨ 

B 

 

 

 

 



別紙様式２（高） 

 

 

 

評価 

項目 
具体的目標 具体的方策 評価 

次年度（学期）への主な課題 

第 
２ 
学 
年 

規律ある生活習慣の維持
に努める。実践意識を高
め、中心学年として学校
全体を牽引する役割を担
う。 
 

挨拶や服装の指導を行うとともに、早い時間の登校を徹底し、規則正しい生活を促す。また、校舎内
外の清掃に努め、健康的で学習に集中できる生活習慣を確立させる。                       
④⑥⑧ 

Ｂ Ｂ 朝８時２０分に着席できない生徒がま
だいる。規則正しい生活習慣はこれか
らの進路実現に不可欠であることを自
覚させたい。委員会・部活動等で学校
の中心的な役割を果たすことができて
いるので、今後下級生への引継ぎと受
験への切り替えをしっかりとさせた
い。国際科の探 Q 活動発表は高評価で
あるが、普通科も茨城ドリームパス事
業へ参加するなどして探 Q 活動を積極
的に行うことができた。９月の休業期
間を含め、Google Classroom を十分に
活用することができたので、今後も IC
T も活用した学習支援を継続していく。
進路指導については担任が個別面談を
通してきめ細やかな進路相談に応じる
ことができている。今後はクラス横断
的な進路支援についても企画していき
たい。保護者から好評なメルマガは今
後も継続し、適切な情報共有をしてい
きたい。   

学校の中心的存在となることを目指し、スタディツアーや尚志祭等の学校行事に積極的に取り組んで
いくことで、規範意識と社会性の高揚を図りながら同時に人間的成長を促す。                             
④⑦ 

Ａ 

道徳プラスを実施し、討議型・協働型の活動をとおして道徳的判断力・実践意欲を身に付ける。教科
横断型の探求活動等を通して、他を思いやることのできる豊かな人間性を涵養していく。               
⑥⑩⑪ 

Ｂ 

授業を軸とした学習サイ
クルを継続し、能動的に
学ぶ姿勢を身につける。 
 

授業の予習・復習を中心とした学習習慣を確立できるよう、個人面談をとおして家庭学習状況を確認
し、生徒の個に応じた自己管理能力の育成を支援する。業務の効率化を図るために ICT等を積極的に
活用し、限られた時間を有効に活用し、生徒たちとの良好な人間関係の構築を図る。                                    
②③⑤⑮ 

Ａ Ｂ 

成績不振者の早期発見に努め、ICT を積極的に活用しながら個に対応した学習支援をしていく。        
④⑤ 

Ｂ 

進路目標を明確化し、自
己実現の達成を目指す。 
 

適切な進路情報提供と、探ＱやＦＦにおける学究的活動や進路活動をとおして、自らの進路を主体的
に選択しようとする姿勢を育む。                          ①⑨⑩ 

Ｂ Ｂ 

保護者との連絡・個別面談等を密に行い、生徒との信頼関係を築くとともに、適切な進路目標の設定
を促す。キャリアパスポートを活用し、自己実現の達成を目指した活動計画作成と実践を促していく。                                       
④⑤⑦ 

Ｂ 

第 
３ 
学 
年 

進路目標の実現を図る。 
 

授業を軸とした学習を大切にさせ、さらに課外等にも積極的に参加させ、適切な質問対応を図り、確
かな学力を身につけさせる。                             ②③④ 

Ａ Ａ コロナ禍という状況で、学校行事が限
定される中、生徒の立場や心境に寄り
添いながら、生徒の将来的な進路相談
などは充実できた。休日も学習館を積
極的に活用するなど、生徒の学習への
意欲は例年になく高められた。ただし、
コロナ禍ということもあるが、後半は
欠席する生徒数も増え、改めて本校に
おける学校本来のあり方を見直すべき
ときが来ていると認識する。 

定期的に個別面談や進路講演会を実施し、適切な進路情報の提供と個に応じた進路相談の充実に努め
る。                                        ①⑤ 

Ａ 

クラス内や学年内において互いに刺激し合い、励まし合い、助け合うような雰囲気を醸成する。③④ Ｂ 

強い意志と柔軟な心を持
つ人間性の育成を図る。 

最高学年としての責任を自覚させ、様々な活動への積極的参加を促し、他者を尊重する心や協調性 
を養う。  ⑥⑦⑧ 

Ａ Ｂ 

個別面談や教員間の情報交換を密にして問題行動や悩みを抱えた生徒の早期発見に努め、校内外の各
部署・各機関と連携しながらその解決に努める。                    ①⑤⑮ 

Ｂ 

※ 評価規準： A 十分に目標を達成できた。 B ほぼ目標通りできた。  C 目標に届かず、成果が上がっていない。 


